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岩 崎 俊 夫
（共著）［女性と統計←ージェンダ一統計論序説一－j（第5章「職業別性別隔離指数j，第
































































（論文） I A Sとフランス会計基準
『立教経済学研究J第48巻第2号，例年10月。
（論文）会計の国際化が顕在化させた利益計算の相対性






小 笠 原 茂
（共著）『ドイツ経済の歴史的空間一一関税同盟・ライヒ・ブントーー』
昭和堂，例年 7月。




















鈴 木 秀 一
（共著） Cross Cultural Perspectives of Automation ・ The Impαct on Org，αnizαtionαJ 











（共著） Edo and Paris, Urbαn Life αnd the State in Early Modem Era. 
Cornell University Press, Ithaca and London, 94年。
（論文） Local History Studies in Japan 
『立教経済学研究』第48巻第3号， 95年 1月。
（学会報告） Urban Finance of Seignorial Boroughs in the Thirteenth Century 
First Anglo Japanese Conference, London, 94年9月。

































































東京大学『社会科学研究』第46巻第 3' 4' 5号， 94年12月， 95年1' 2月。
渡遺恵一
（論文）青梅鉄道の成立とその性格
『多摩のあゆみ』第76号， 94年 8月。
（論文）青梅鉄道の設立と浅野総一郎
『立教経済学研究』第48巻第3号， 95年1月。
（論文）昭和戦前期の横浜における鉄道貨物流通構造一一京浜工業地帯の形成をめぐって
『市史研究よこはまI第8号， 95年3月。
